
茨城県建築基準条例（昭和36年条例第21号）新旧対照表 

改正案 現行 

(共同住宅等の設置禁止) (共同住宅等の設置禁止) 
第 14 条 共同住宅又は寄宿舎(以下「共同住宅等」という。)の用途

に供する建築物で，その用途に供する部分の床面積の合計が 100 平

方メートルを超えるものは，次の各号のいずれかに該当する建築物

の上階に設けてはならない。ただし，これらの用途に供する部分の

特定主要構造部が耐火構造である場合は，この限りでない。 

(1)  （略） 

(2)  （略） 
(3)  （略） 

第 14 条 共同住宅又は寄宿舎(以下「共同住宅等」という。)の用途

に供する建築物で，その用途に供する部分の床面積の合計が 100 平

方メートルを超えるものは，次の各号のいずれかに該当する建築物

の上階に設けてはならない。ただし，これらの用途に供する部分の  

主要構造部が耐火構造である場合は，この限りでない。 

(1)  （略） 

(2)  （略） 
(3)  （略） 

(公衆浴場の浴室) (公衆浴場の浴室) 
第 29 条 （略） 

2 建築物の一部を，床面積が 300 平方メートル以上の公衆浴場の用

途に供する場合は，当該部分の特定主要構造部を耐火構造としなけ

ればならない。 

第 29 条 （略） 

2 建築物の一部を，床面積が 300 平方メートル以上の公衆浴場の用

途に供する場合は，当該部分        を耐火構造としなけ

ればならない。 

(側面空地 ) (側面空地 ) 
第35条の2 興行場等の用途に供する部分を持つ建築物の周囲には，

幅 2 メートル以上の側面空地を設けなければならない。ただし，

特定主要構造部が耐火構造で，開口部に法第 2 条第 9 号の 2 ロに

規定する防火設備を設けた場合は，この限りでない。 

2 （略） 

3 （略） 

第35条の2 興行場等の用途に供する部分を持つ建築物の周囲には，

幅 2メートル以上の側面空地を設けなければならない。ただし， 

主要構造部が耐火構造で，開口部に法第 2 条第 9 号の 2 ロに規定

する防火設備を設けた場合は，この限りでない。 

2 （略） 

3 （略） 

(舞台部の各室の区画避難) (舞台部の各室の区画避難) 
第 42 条 （略） 

2 舞台部の上部には，控室，物置場その他これらに類するものを設

けてはならない。ただし，興行場等の用途に供する部分を持つ建

築物の特定主要構造部が耐火構造であり，かつ，舞台の上部が防

火上安全な構造である場合は，この限りでない。 

3 （略） 

第 42 条 （略） 

2 舞台部の上部には，控室，物置場その他これらに類するものを設

けてはならない。ただし，興行場等の用途に供する部分を持つ建

築物        が耐火構造であり，かつ，舞台の上部が防

火上安全な構造である場合は，この限りでない。 

3 （略） 

 


